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(57)【要約】
【課題】重量のある蓋を有する洗濯機において変形、破
損を防止し、デザイン性のよい洗濯機の蓋を提供するこ
と。
【解決手段】洗濯機本体上部に載置したトップカバー５
２と、トップカバー５２の上方に蓋蝶番軸７７で開閉自
在に軸支した蓋体５３と、蓋体５３を開き側に付勢する
蓋ばね６９と、蓋ばね６９を支持するばね軸８０と、蓋
体の回動を減衰する回転式の衝撃緩和ダンパー７２と衝
撃緩和ダンパー７２を収納するダンパー保持体８１とを
備え、ダンパー保持体８１の１方向に蓋体５３にネジ等
で取付けるための取付け用リブ８８を設けると共に取付
け用リブ８８の略反対方向に高さ３から１０ｍｍの位置
決め用リブ８９を設け、蓋体５３には取付け用リブ８８
をネジ等で取付けるための取付け部と位置決め用リブ８
９を挿入する溝６６とを設けた構成とした洗濯機の蓋構
造。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
洗濯機本体上部に載置したトップカバーと、前記トップカバーの上方に蓋蝶番軸で開閉自
在に軸支した蓋体と、前記蓋体を開き側に付勢する蓋ばねと、前記蓋ばねを支持するばね
軸と、前記蓋体の回動を減衰する回転式の衝撃緩和ダンパーと前記衝撃緩和ダンパーを収
納するダンパー保持体と、を備え、
前記ダンパー保持体には、前記蓋体とネジ等で固定するための取付け用リブと、前記取付
け用リブの略反対方向に位置決め用リブと、が形成され、
前記蓋体には、前記取付け用リブとネジ等で取付けられる取付け部と、前記位置決めリブ
が挿入される溝と、を有する洗濯機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蓋の変形、破損を防止する洗濯機の蓋の構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の洗濯機の蓋構造は、蓋の閉時に大きな衝突音が発生することを防止する
ために、ダンパー機構を設けている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２０７６５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の蓋構造では、ダンパーを収納するダンパー保持体の取付けが片持
ちになっており、取付け部に大きな荷重がかかるので蓋の重量アップにより、蓋またはダ
ンパー保持体が変形、破損する虞があった。
【０００５】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、蓋の重量が重くなっても蓋またはダンパ
ーの変形、破損を防止すること目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の洗濯機は、洗濯機本体上部に載置したトッ
プカバーと、前記トップカバーの上方に蓋蝶番軸で開閉自在に軸支した蓋体と、前記蓋体
を開き側に付勢する蓋ばねと、前記蓋ばねを支持するばね軸と、前記蓋体の回動を減衰す
る回転式の衝撃緩和ダンパーと前記衝撃緩和ダンパーを収納するダンパー保持体と、を備
え、前記ダンパー保持体には、前記蓋体とネジ等で固定するための取付け用リブと、前記
取付け用リブの略反対方向に位置決め用リブと、が形成され、前記蓋体には、前記取付け
用リブとネジ等で取付けられる取付け部と、前記位置決めリブが挿入される溝とを有する
構成としたものである。
【０００７】
　これによって、蓋閉時に衝撃緩和ダンパーにかかる力を、取付け用リブと位置決めリブ
で受けることができるので、蓋またはダンパーの変形、破損を防ぐことができる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の洗濯機は、蓋またはダンパーの変形、破損を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１における洗濯機の外観斜視図
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【図２】実施の形態１における洗濯機の蓋体の開閉動作を示す一部破断側面図
【図３】（ａ）実施の形態１における洗濯機の蓋体部分の構造を示す要部断面図、（ｂ）
実施の形態１における洗濯機の蓋体が開いた状態の要部断面図
【図４】実施の形態１における洗濯機の上部枠体と蓋体との取付けを示す分解斜視図
【図５】実施の形態１における洗濯機の蓋体の分解斜視図
【図６】実施の形態１における洗濯機の蓋体の衝撃緩和ダンパーの構造の分解斜視図
【図７】図４におけるＮ－Ｎ断面図
【図８】図７におけるＲ－Ｒ断面図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明は、洗濯機本体上部に載置したトップカバーと、前記トップカバーの上方に蓋蝶
番軸で開閉自在に軸支した蓋体と、前記蓋体を開き側に付勢する蓋ばねと、前記蓋ばねを
支持するばね軸と、前記蓋体の回動を減衰する回転式の衝撃緩和ダンパーと前記衝撃緩和
ダンパーを収納するダンパー保持体と、を備え、前記ダンパー保持体には、前記蓋体とネ
ジ等で固定するための取付け用リブと、前記取付け用リブの略反対方向に位置決め用リブ
と、が形成され、前記蓋体には、前記取付け用リブとネジ等で取付けられる取付け部と、
前記位置決めリブが挿入される溝とを有する構成としたことによって、蓋閉時に衝撃緩和
ダンパーにかかる力を、取付け用リブと位置決めリブで受けることができるので、蓋また
はダンパーの変形、破損を防ぐことができる。
【００１１】
　以下、発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。また、この実施の形
態によって本発明が限定されるものではない。
【００１２】
　（実施の形態１）
　図１は実施の形態１における洗濯機の外観斜視図、図２は、実施の形態１における洗濯
機の蓋体の開閉動作を示す一部破断側面図、図３（ａ）は、実施の形態１における洗濯機
の蓋体部分の構造を示す要部断面図、図３（ｂ）は、実施の形態１における洗濯機の蓋体
が開いた状態の要部断面図である。
【００１３】
　図１の外観図に示すように、洗濯機本体５１の上部にトップカバー５２を載置し、前記
トップカバー５２上面略中央部に開閉自在に蓋体５３を配し、トップカバー５２の前方に
は洗濯機の運転制御を行う制御板５５を配置する。
【００１４】
　蓋体５３は、デザイン的美観の優れた平面形状を略円形に形成すると共に、中央部に内
部を目視できるように略円形の透明窓５４を有する構成し、使用者が、蓋体５３を開く場
合にはトップカバー５２の前方に形成した凹部５６から持ち上げる事になる。
【００１５】
　図２の蓋体の開閉動作に示す図のように、蓋体５３は軸穴５７を回動中心に、閉じの状
態Ｌ０の位置から全開の略垂直に近い角度のＬＨの位置にまで開放する構造である。
【００１６】
　使用者の蓋体５３の開き作業は、蓋体５３を閉じ状態Ｌ０から後述する蓋ばね６９の付
加力で軽い力でＬＨまで持ち上げることができる。
【００１７】
　ＬＨの開放状態から閉じる場合は、蓋体５３を少し閉じて手を離すと、蓋体５３は自重
によって閉まるが、蓋ばね６９の付加力と後述する衝撃緩和ダンパー７２が、閉じる回動
動作を緩和させて、蓋体５３がトップカバー５２に急激な衝撃を与えないでＬ０の位置に
閉じる。
【００１８】
　衝撃緩和ダンパー７２は、蓋体５３を開くときには働かず、蓋体５３を閉じるときに働
く。このため、蓋体５３を開けるときには、軽い力で持ち上げることができ、蓋体５３を
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閉じるときには、回動動作が緩和されてゆっくりと蓋体５３が閉じる。
【００１９】
　図３（ａ）（ｂ）に示すように、蓋体５３は、平面形状が略円形で断面が凸球面状の蓋
本体５８を、蓋本体５８の外周部を下方から支持する平面形状略ドーナツ形状の蓋下枠体
５９、および蓋本体５８の外周部を上面から被覆する平面形状が略馬蹄形状の蓋上枠体６
０を重ね合わせて構成し、特に蓋本体５８は、例えば透明樹脂部材等で形成して、使用者
が内部の洗濯衣類の状態等を視認出来るようになっている。
【００２０】
　蓋本体５８の後方には段差部６１を形成し、上方より非透明材で形成した平板上の蓋カ
バー６２を取付けて、馬蹄形状の蓋上枠体６０の連結構成部材とする共に、後述する内部
構造が透明樹脂部材の蓋本体５８から見えないようにデザイン的に配慮した構成としてい
る。
【００２１】
　蓋下枠体５９の後方には、蝶番部６３を一体形成し、蓋体５３の開閉の回動動作中心で
ある軸穴５７等を構成する。
【００２２】
　蓋本体５８の後方に蓋下枠体５９を取付けた際に形成した空間部１００内部に、蓋ばね
６９、蓋ばね６９を支持するばね軸８０、蓋ばね６９の一端がばね圧力を加圧する金属鋼
板等で構成され、蓋下枠体５９に固着した蓋補強板７９、等を内設する。
【００２３】
　蓋ばね６９の他端１０１は、下方に指向し、トップカバー５２に取付けたトップカバー
補強板７６に上方から挿入係着する。
【００２４】
　蓋体５３が閉じた図３（ａ）においては、蓋ばね６９は、略９０度に屈曲して蓋補強板
７９を介して蓋体５３を開放しようとする反発力を、ばね軸８０の回転中心（蓋体５３の
回転中心の蓋蝶番軸７７も同一）周りに時計方向に付加している。このとき、蓋ばね６９
の蓋を開放しようとする反発力は、蓋体５３自体の重量による加重よりも小さく設定して
いるので、蓋体５３は、閉じ状態を保持している。
【００２５】
　蓋体５３を略垂直まで持ち上げて図３（ｂ）のように開放した状態では、蓋ばね６９は
略垂直のほぼ自由形状に伸びた状態で、若干の付勢力で蓋が倒れない構成としている。
【００２６】
　近年の蓋体５３は、図３でも説明したように、透明樹脂部材の蓋本体５８と蓋下枠体５
９や蓋上枠体６０の結合等により比較的堅牢かつ重量のある構成になっており、蓋体５３
を開こうと作業する際の負荷を少なくする為に、蓋体５３が閉じた状態で蓋ばね６９のバ
ネ力が最も強くなるように構成している。上記のように、比較的強いばね力を支持するた
めに、蓋補強板７９は横長形状の金属鋼板等で構成され、蓋ばね６９の一端がばね圧力を
直接、蓋下枠体５９に与えないように構成し、かつ蓋下枠体５９の後方部を補強し、蓋開
閉動作に耐えうる構成としている。
【００２７】
　上記のように蓋体５３の重量に対して、蓋ばね６９のバネ力を強くなるように構成して
いるが、蓋開時には蓋ばね６９に大きな力がかからないようにしているので、蓋を閉める
途中段階では、ダンパー保持体８１には大きな力がかかることになる。
【００２８】
　図４は、実施の形態１における洗濯機の上部枠体と蓋体との取付けを示す分解斜視図、
図５は、実施の形態１における洗濯機の蓋体の分解斜視図、図６は、実施の形態１におけ
る洗濯機の蓋体の衝撃緩和ダンパーの構造の分解斜視図、図７は、図４におけるＮ－Ｎ断
面図、図８は、図７におけるＲ－Ｒ断面図である。
【００２９】
　図４の分解斜視図において、蓋本体５８を蓋下枠体５９および蓋上枠体６０で上下より
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狭持するように一体構成した蓋体５３は、蝶番部６３および蓋ばね６９の他端１０１、衝
撃緩和ダンパー７２（後に構成を詳述）、等の動作部分を下方に指向させつつ、トップカ
バー５２上方より蓋設置部７０に装着する。
【００３０】
　トップカバー５２の前記蓋設置部７０後方には、蓋下枠体５９の軸穴５７に対応するト
ップカバー側軸支持穴７１や、蓋ばね６９を挿入保持する蓋ばね挿入孔７５を有する鋼板
等で構成したトップカバー補強板７６及び、衝撃緩和ダンパー７２を装着する略Ｙ字形状
の受け部７４を有する衝撃緩和のダンパー受け構造７３等を構成している。
【００３１】
　蓋ばね６９は、図３（ｂ）でも説明したように、蓋体５３をトップカバー５２に組立て
前では、バネの反発力のほぼ無い自由状態で他端１０１は下方を指向し、この状態でトッ
プカバー５２に配したトップカバー補強板７６に他端１０１を挿入係着する。
【００３２】
　蓋体５３を上方からトップカバー５２に装着し、蓋蝶番軸７７を水平方向から軸穴５７
及びトップカバー側軸支持穴７１に挿入保持することで、蓋体５３はトップカバー５２に
開閉自在に構成される。
【００３３】
　図５の蓋体の分解図において、平面形状が略円形の蓋本体５８は、その周囲に馬蹄形状
段差部７８を、後方に段差部６１を形成し、平面形状が略馬蹄形状の蓋上枠体６０及び平
板上の蓋カバー６２を、それぞれ嵌め込みあるいは溶着、接着等で固定する。
【００３４】
　また、略ドーナツ形状の蓋下枠体５９は、蓋本体５８の下方より複数個の取付けねじ８
２にて馬蹄形状段差部７８の裏面に一体形成したボス８３に締結固着により取付ける。
【００３５】
　蓋本体５８の後方の段差部６１の下方の、蓋下枠体５９を取付けた空間部１００（図３
で示す）には、蓋ばね６９、蓋ばね６９を支持するばね軸８０、蓋ばね６９の蓋補強板７
９、衝撃緩和ダンパー７２を回動自在に挿入保持するダンパー保持体８１等を内設する。
【００３６】
　ばね軸８０と、図４で示した蓋体５３の回転中心の蓋蝶番軸７７の軸芯と、及び衝撃緩
和ダンパー７２の回転軸とは、略同一の回転軸芯となるように構成している。
【００３７】
　使用者にとり、これら蓋体５３内部の蓋ばね６９や蓋補強板７９等の、実使用上視認す
ることが不必要な内部構造が、透明樹脂部材の蓋本体５８を介して見えないように、蓋カ
バー６２を構成してデザイン的に配慮した構成とし、かつ、上述のように各部材を組込ん
だ蓋体５３は、図４で示したように一体のユニット部材として準備構成して、上方よりト
ップカバー５２に装着する構成としている。
【００３８】
　蓋体５３は、曲面を有する複雑なデザインや強度を高めた構成で、バネ構造や衝撃緩和
ダンパー７２の構造を組込んでユニット一体化しているので、予め準備工程等で構成でき
、トップカバー５２への組立ても簡単に装着ができるので、生産工程に柔軟性が確保でき
、生産性の高い蓋構造となっている。
【００３９】
　図６の衝撃緩和ダンパー分解図において、蓋を閉じる回転方向に抵抗力を与える衝撃緩
和ダンパー７２は、有底円筒形状のダンパー本体８４と、ダンパー軸８５と、ダンパー本
体８４の底部外底の一体形成した凸状部８６とで構成し、矢印Ｍで示したダンパー軸８５
とダンパー本体８４との相対的な回転動作に対し、回転の動きを緩衝する減衰作用が働く
。
【００４０】
　ダンパー本体８４部分は、円筒形状のダンパー保持体８１に挿入され、ダンパー本体８
４の底部に突設した凸状部８６は、ダンパー保持体８１の端部に形成した開口部８７に回
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転を規制するように勘合する。ダンパー本体８４を挿入したダンパー保持体８１は、ダン
パー保持体８１に一体に形成した取付け用リブ８８とその略反対方向の位置決め用リブ８
９を有しており、位置決め用リブ８９を蓋下枠体５９の後部に形成した溝６６に挿入する
と共に取付け用リブ８８を蓋下枠体５９にネジで固定される。よって、ダンパー軸８５を
トップカバー５２のダンパー受け構造７３で回転方向に回動不可に固定し、蓋体５３を開
閉動作した場合にダンパー保持体８１が回転すると、回転規制角度部分は回転動作に減衰
作用が働く。
【００４１】
　このとき、ダンパー保持体８１、ネジ部、溝６６に力がかかるが、ダンパー保持体８１
の取付け用リブ８８と位置決め用リブ８９の２ケ所で力を受けるので、ダンパー保持体８
１等の変形、破損を防止することができる。
【００４２】
　また、衝撃緩和ダンパー７２のダンパー軸８５を、トップカバー側のダンパー受け構造
７３への回転不可に装着する構成は、略Ｙ字形状の受け部７４に、ダンパー軸８５の先端
部の平面部９５を装着係止する構成であり、図４でも説明したように、蓋体５３を上方か
らトップカバー５２に装着するだけで組立て作業が完了するもので、生産性を高める構成
である。
【００４３】
　図７の蓋体５３の回転軸まわりの断面図において、蓋本体５８と蓋下枠体５９との組立
てで構成した空間部１００内部の、蓋本体５８および蓋カバー６２の略中心箇所（Ｒ－Ｒ
線で示す）には、円筒形状のダンパー保持体８１に回転自在に挿入された衝撃緩和ダンパ
ー７２を配し、さらに衝撃緩和ダンパー７２をはさんで同一軸線（Ｊ－Ｊで示す）上で左
右側にそれぞれ蓋ばね６９およびばね軸８０を配する。
【００４４】
　蓋ばね６９の左右外側には、蓋体５３をトップカバー５２に対し開閉可能に軸支する蓋
蝶番軸７７を、ばね軸８０に同一軸線上になるように、蓋下枠体５９の枠体蝶番部６３の
軸穴５７およびトップカバー側軸支持穴７１に挿入保持する。
【００４５】
　また、蓋ばね６９は、ばねのコイル中心にばね軸８０を貫通せしめて支持し、ばね軸８
０は、金属鋼板等で構成された蓋補強板７９の複数個の切越し片１０２の小孔１０３に軸
支する。
【００４６】
　衝撃緩和ダンパー７２を通るＲ－Ｒ断面を示す図８にて、衝撃緩和ダンパー７２の取付
けを説明すると、ダンパー保持体８１に一体に３～１０ｍｍ延設した位置決め用リブ８９
を蓋下枠体５９の後部に設けた溝６６に挿入した後、取付け用リブ８８を蓋下枠体５９に
一体形成した複数個のボス１０５の１つと、タッピングネジ１０４とで狭持固定する。
【００４７】
　このとき、位置決め用リブ８９の先端が蓋下枠体５９の外側に出ないように長さを３～
１０ｍｍの範囲で設定している。また、溝６６は蓋下枠体の蓋閉時の後方に配置している
ので、蓋閉時には後方、蓋開時には下方に位置し使用者から見えることはない。
【００４８】
　蓋補強板７９は、上記のように、衝撃緩和ダンパー７２の左右に配した蓋ばね６９を覆
うように横長に形成し、複数個のタッピングネジ１０４にて蓋下枠体５９に固定し、蓋体
５３の後方の空間部１００内部に構成した、衝撃緩和ダンパー７２、蓋ばね６９、蓋蝶番
軸７７等から荷重を受ける蓋体５３の補強部材としての働きをする。
【００４９】
　また、蓋体５３の蓋蝶番軸７７、衝撃緩和ダンパー７２のダンパー軸８５、蓋ばね６９
のばね軸８０の軸線を、図７で示す様に、Ｊ－Ｊ線で示した略同一線に設定し、蓋体５３
の蓋蝶番軸７７周りの開閉の動作と、衝撃緩和ダンパー７２の回動動作や、蓋ばね６９の
回動動作を同一軸にすることにより、動作が単純化し、蓋ばね６９のばね荷重の蓋体５３



(7) JP 2018-122017 A 2018.8.9

10

20

30

への付加や蓋体５３の回動動作への減衰力の伝達に回転伝達以外の別構造を必要としない
構成としている。
【００５０】
　以上のように、本実施の形態においては、ダンパー保持体８１に形成した取付け用リブ
８８と位置決め用リブ８９の２箇所で蓋閉時にかかる力を支持するので、ダンパー保持体
８１と蓋体５３の１箇所にかかる力を軽減でき、取付け部の変形、破損を防止することが
できる。
【００５１】
　また、位置決め用リブ８９の長さを３から１０ｍｍにして溝６６に挿入する構成にして
いるので、ダンパー保持構成の小型化を図ることができデザイン性を損なうことがない。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　以上のように、本実施の形態おいては、重量のある蓋を有する洗濯においても蓋の開閉
を繰り返しても変形、破損を防止することができると共にデザイン性のよい洗濯機の蓋構
造を実現できる。
【符号の説明】
【００５３】
　５１　洗濯機本体
　５２　トップカバー
　５３　蓋体
　５８　蓋本体
　５９　蓋下枠体
　６６　溝
　６９　蓋ばね
　７２　衝撃緩和ダンパー
　７３　ダンパー受け構造
　７４　略Ｙ字形状の受け部
　７６　トップカバー補強板
　７７　蓋蝶番軸
　７９　蓋補強板
　８０　ばね軸
　８１　ダンパー保持体
　８５　ダンパー軸
　８６　凸状部
　８７　開口部
　８８　取付け用リブ
　８９　位置決め用リブ
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